
２０１６年2月 上田ヤマト作成

ビッグデータの登場

左の画像はＮ
ＨＫが東北の
震災時にツイ
ッタのデータ
を加工分析し
たものです。
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ビッグデータのメニュー

１．スマートフォンの出現



0．コンピューターの発達

ビルゲイツ
1955年シアトルで裕福な家庭に生まれる

高校でＣＯＢＯＬ言語で給与計算ソフト作
成

ハーバード大学でＢＡＳＩＣ4言語作成

マイクロソフト社創立

1980年ＩＢＭの為のPC-DOSを開発

1990年WINDOWSを発表、世界一位となる

現在57歳、世界一の金持ち、慈善活動を行

う。
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0．コンピューターの発達

ステーブ・ジョブズ
1955年シリア人の男性とアメリ
カ人の女子大学院生とのあいだ
にサンフランシスコに生まれた。

1972年養子先から大学に入学
するが座禅に心酔

1976年ＡＰＰＬＥ１をウオズと作
成、販売

1977年ＡＰＰＬＥⅡを発売

1981年Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ発売

1985年ＡＰＰＬＥ追放

2000年ＡＰＰＬＥ社社長に復帰

2003年膵臓癌発症

2007年ＩＰＨＯＮＥ発売

2010年ＩＰＨＯＮＥ4発売

2011年10月4日IPHONE4S発表

翌日死去
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0．コンピューターの発達

ウィンドウズ
•1992年－－－－Ｗｉｎdows3.1

•1995年－－－－Ｗｉｎdows95

•1998年－－－－Ｗｉｎdows98

•2000年－－－－ＷｉｎdowsMilennium,2000

•2002年－－－－ＷｉｎdowsXP

•2007年－－－－ＷｉｎdowsVista

•2009年－－－－Ｗｉｎdows7

•2012年－－－－Ｗｉｎdows8

• 2016年ーーーーＷｉｎdows10
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１．スマートフォンの出現

ＡＰＰＬＥ関連
•2001年1月 ＩＴＵＮＥＳ発表

• 10月 ＩＰＯＤ 発表

• 11月 ＩＰＯＤ 日本発表

•2003年 WINDOWS ＩＴＵＮＥＳ 発表

•2005年 ｉｐｏｄ ｓｈｕｆｆｌｅ

• ｉｐｏｄ Ｍｉｎｉ

•2007年 Ｉｐｈｏｎｅ 発表

•2010年 ４月 Ｉｐａｄ米国発表

• ５月 Ｉｐａｄ日本発表

•2011年 １１月 iphone４S発売（日本も同じ）

•201２年 ９月 iphone５発売（日本も同じ）

•2013年 ９月 iphone５S発売



１．スマートフォンの出現

Ｉｐhoneで可能なこと
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インターネット

メール

写 真

Ｙｏｕｔｕｂｅ

Ｍａｐ

ＰａｐｅｒＮｅｗｓ

文 庫

電 話

ゲーム

ワープロ

表 計 算

パワーポイント

音 楽

Ｔｗｉｔｔｅｒ



１．スマートフォンの出現

ＩＰＡＤ－雑誌
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１．スマートフォンの出現

モバイルデバイスの普及
○データが急速に増えた「第一の原因」
は、インターネットに接続する端末がふ
えているから。２０１１年に世界で４０
億台が２０１５年には１５０億台に達す
ると見られる。

○サーバー、外付デスク、ＰＣ，タブレ
ット、スマートフォン、ゲーム機、テレ
ビ、デジカメ、家電等

○中でもスマートフォンの広がりで、メ
ールの送受信、ツイッター、フエイスブ
ックへの写真や動画の投稿、ＧＰＳ連動
のアプリの利用、つまり個人が情報を持
って移動し、多くの情報を発信すると言
う使い方が広がっている。

○携帯電話は２０１１年までは半々だっ
たが、２０１２年以後スマーフォンが急
速に増え、そのうち40％がツイッター等
を使うと見られる。



１．スマートフォンの出現

スマートフォンとは
• スマートフォンとは高機能電話でこれ

までの携帯電話にできなかった事が
出来るようになった。ﾌﾏｰﾄﾌｫﾝには大
きく分けて3種があります。2007年に
アメリカのＡＰＰＬＥ社にて初めて
IPHONEを発売しました。

スマフォ普及率日本

ＩＰＨＯＮＥ

ＡＮＤＯＲＯＩＤ

その他

世界

ＩＰＨＯＮＥ

ＡＮＤＯＲＯＩＤ

その他
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普及率 日本 世界
• １）ＩＰＨＯＮＥ 68.7％ 27.9％
• ２）ＡＮＤＯＲＯＩＤ 30.５％ 53.7％
• ３）その他 0.8％ 18.4％

• （世界ではアジアがandroid多く、EU
にＩｐｈｏｎｅ多い-２０１３年の調査）



１．スマートフォンの出現

ますます進むスマートフォン
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1.世界の携帯電話にスマフ
ォが占める割合：2011年3
割（4億７千万台）、2015年
6割（12億台）

２．スマートフォンとは携帯
電話＋パソコンのようなも
ので＠外出先でも調査、注
文、電話が出来る。

３．パソコンは自宅か事務
所で使う：点の作業、スマフ
ォは移動中でも使える：面
で利用出来る。
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２.インターネットの拡大

第3期のコンピュータ時代
○第1期のコンピュー
タ：汎用機時代
第2期は分散PC時代、

○第3期はクラウド、
スマートフォン、ＳＮＳ、
ビッグデータからなっ
ている。
クラウドにより投資額
を抑えて、短期間に
膨大なビッグデータ
収集と分析を可能と
する。



２.インターネットの拡大

インターネットの普及
2013年インターネット普及
率は1位ーアイスランド：
96.55％、6位オランダ
93.96％16位日本86.25％
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中国は普及率は89位：
45.8％だが人口別では5億
人を超え、2位アメリカ２.５
億、3位インド１.２億、4位日
本1億人です。

2007年スマホ発売以後急

速にインターネット人口が
爆発的に増加
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２.インターネットの拡大

ＳＮＳ（ソシアルネットワークサービス）
• 社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービス）

社会的ネットワークとは価値、構想、提案、金銭、友人、

親類、嫌悪、取引、病気、航空等１つ以上の関係で結ば

れた関係から成る社会的構造である。

1.日本最大会員数：MIXI、2010年日本で2000万人加入

2.最近話題は：Twitter 2006年開始：2009年日本で320万 人（世
界1億人）、2012年世界4億６５００万人、２０１５年日本2100万人

3.世界最大会員数：FACEBOOK 2010年全世界5億人（日本ではまだ少な
い200万人）、2012年世界で10億人、２０１５年日本で1050万人

４．LINE：2012年7月発表、2013年8月世界で2億3000万人（一時間に6万
３０００人増加）、２０１５年世界で４億人、日本で5000万人
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２.インターネットの拡大

世界のツブヤキが収集される
○データ増加の第２の原因はソ
ーシアルメデイアの拡大だ。現
代利用者は世界で４５億人とな
っている。

○ツイッターは５億人、フェイ
スブックは９億５千万に人に達
している。

○日本でもソーシアルメデイア
利用者は２０１２年５月で５千
万人になっている。

○企業への調査で「顧客との接
点を持つために重視するもの」
２番目にソーシアルメデイアと
なっている。



２.インターネットの拡大

インターネットへのデータの蓄積
１．ＳＮＳの台頭、ツイッターは世界で毎
日４億件、facebookは毎日２５億件（５０
０TB）の文字や写真が蓄積され続けてい
る。
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２．クラウドの出現でパソコンだけでなくイ
ンターネットに保存。

３．モバイル、ソーシヤル、クラウドの情
報技術の発展で生活や仕事の仕方が変
化してきた。

４．行動履歴、なまの声、文書、写真デー
タが爆発的に増え、ビッグデータと呼ば
れる様になった。

５．自動販売機が在庫データを離れたコ
ンピュータに自動的に送信する。
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3.データの量と質

クラウド時代の到来

○データ増加の3つめ
はクラウドコンピュー
タの登場だ。
○クラウドは莫大に大
きなサーバーをネット
ワークを通じて利用し
利用料金を払う。
○どんどん増えるメー
ルや添付資料、写真等
を保存しても限度があ
るがクラウドなら可能
になった。
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3.データの量と質

センサー情報
○センサーの小型化、軽量
化、低消費電力、低価格化
により活用が進み、センサー
情報が拡大している。

○気象データや自動車や人
の交通情報、農業の土質デ
ータ、洪水の水量データが
増えている。

○センサー情報は数値だけ
でなく、画像データを含んで
いる。
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3.データの量と質

高感度振動センサー
○高感度振動センサーは微弱
な振動から建物の劣化監視、
水道管の漏水検知、人体の血
管の流れを検知できる。

○オフィスではビルに設置した
センサーから気温、湿度、ＰＣ
稼働率、勤務時間帯、社員数
、照明の数、天気情報等により
1週間後の電力使用料を予測
する。
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４.ビッグデータとは何か

○ビッグデータとは大
量のデータを蓄積、分
析することで、これま
で見えなかった発見を
導きサービスに生かす
事を言う。（非構造化
データ）

○さらに分析結果から
事前に対策を打てるた
め、サービスや仕事の
仕方が変わることにな
る。
（構造化データ）

○ビッグデータによっ
て「サービスの仕組み、
ビジネス、社会・生活
が変わる
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４.ビッグデータとは何か

巨大な情報が宝の山

●コールセンターに届かない「ユーザーの声」を拾う

●ツイッターやフェイスブックから消費者の不満を収集
する

●商品棚の前でどんな行動をしたか（ショーケースト
ラッカー）を収集する（手に取ってもどしたか、悩ん
でから買ったか等）

●情報システム部門からマーケット、営業部門へのＩＴ
投資
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４.ビッグデータとは何か

これが「ビッ
グデータ」だ

○毎日世界で毎日ブ
ルーデスク10億枚分
（2.5EB＝２５ＧＢX
１０億枚）の情報が
生まれている。
○2009年には0.8ZBの
データ量だが（90％
が2年間で生まれた）
2020年には35ZBとな
る。
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４.ビッグデータとは何か

データの大爆発が進んでいる
○2011年に生成されたデータ量は
1.8ZBと言う。

○1.8ZBとは2時間の動画で2千億本
（1人24時間見続けて4700万年かか
る）

○３２ＧＢのＩＰＡＤに保存する
には575億個（積上げると富士山の
25倍の高さ）

○米国の全国民が2万6976年のあい
だ毎分3ツイートするのと同じデー
タ量

○ツイッターは毎日7TB、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ
は10TB、グーグルは24PB、2013年
インターネット量は667EB（人の一
生分を記録すると３ＴＢ）



24

４.ビッグデータとは何か

なぜ今ビッグデータなのか
○巨大なデータを処理する技
術が追いついて来た。

○ＣＰＵの性能は10年で100
倍、データを伝送するネット
ワークはワイヤレス化と共に
高速化され、通信速度は10年
で１６００倍になっている。

○ハードデスクより高速な
SSDの登場、情報発信のス

マートフォンやデータ収集の
センサーが進化した。



４.ビッグデータとは何か

構造化データと非構造化データ
１．従来のＰＯＳでは商品名、価格、
数量の集計がされた：ラージデータ
とか大規模データと言い構造化デ
ータと言う。
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２．ツイッターやFACEBOOKの投

稿は文字や写真や動画、音声、が
混じったもので非構造データと言い
それをビッグデータと言う。

３．従来は蓄積しても価値がなかっ
た非構造データが様々な手法で構
造化され活用する動きとなった。



４.ビッグデータとは何か

ビッグデータの定義
■ＩＢＭではビッグデータを４
Vで定義している。

４V＋ビジョン
データの背景、
なにを導きたいか、
継続的に活用できるか
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「データ量」多い-Volumeが明確な定義
無い

「多様性」非構造化-Varietyデータ、テキ
スト、写真、動画、音声等

「速度」VelocityＪＲ－ＩＣＯＫＡ、は改札
口を通る度に大変な速度でデータが
蓄積される。２０１５年８月で１１００万
枚売れている。ＳＵＩＫＡは４３００万枚

「正確さ」Veracity多少不正確なデータ
が混じっても全体の量が大きいので
影響が少ない、

「洞察力」４Vがあるだけではダメでそこ
に「ビジョン」がないと活用できない



5.ビッグデータの処理、分析

インターネットの普及と比例して医療が発達
１.分析結果や学者の研究論文が昔は

5年ほど後しか伝わらなかったが

インターネットのお蔭で翌日皆が利用
できる時代になった。
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2.病院では患者のデータの記録が進

みその結果患者達の膨大なデータが
蓄積されてきた。

3.この2つが結びついて

4..2015年に医療テクノロジーの大革

命が起きた

5.2015年をスタートで年５ケ月ずつ伸
びて行く

6.30年後には平均寿命100歳になると
予想



5.ビッグデータの処理、分析

ビッグデータ活用には

「技術」・・・ 列指向DB
メモリ高速

Hadoop
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「ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｲｽﾄ」

・・・統計・数理

分析能力

「目利き」・・・ﾃﾞｰﾀの価値を

発見

価値を上げる
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5.ビッグデータの処理、分析

ﾃﾞｰﾀ処理の進化

29

１．列指向型・・・ﾃﾞｰﾀの年齢、購買日時の集計
２．インメモリ型・・・早いが高くつく

３．Hadoop・・・最も注目されている技術・・安価なサー
バー群に作業を分担させる、並べ替え、集計する。
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5.ビッグデータの処理、分析

巨大データの解析技術

•○hadoop：大量のデータを複数のマシンに分散
して処理できるシステム、（分散ファイルで分
散処理する）
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•○データ格納：２２TBのフラッシュメモリーで10倍圧
縮する事により200TBのデータをマシン上で動かす
事ができる。

•○ストリームデータ処理：大量データを一度でバッチ
処理すると時間がかかるが、刻々と流れるデータを
処理するストリーム処理をする。
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5.ビッグデータの処理、分析

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｲｽﾄとは
ビッグﾃﾞｰﾀから価値を引き
出す技術を持つ人材が求
められている。統計、数理
、科学的知識、分析力、大
量ﾃﾞｰﾀ処理の技術を持ち
、適切な分析手法を選択
出来る人材が必要だが少
ない。ﾃﾞｰﾀが大量で種類
も多くリアルタイムに実行
する必要が高い企業、
amazonや楽天（オンライ
ンショップ）、GREEや
DeNA(ソシアルゲーム会

社）インターネット広告会
社、リクルート社等に在籍
している。
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データの見える化

32

1.意思決定者：「判る情報」・・適確な判断を下す為ひと目で判ること
物事が判明すること

2.管理者層：「解る情報」・・なぜそうなるかがひと目で解ること
解きほぐれること

3.実務者層：「分かる情報」・・具体的に区別でき、詳細で見やすい
意味や区別がつくこと



データの見える化ー経営者層
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経営者層：
判断出来る情報
効果が判る情報
損得が判る情報
可能性が判る情報
対策立案が出来ること

最新のデータを吟味し
、質の良い少量の情報
をきれいに見える化す
る、料理に例えれば旬
の季節煮出す懐石料
理のようです



データの見える化ー管理者層
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管理者層：
要因が解る情報
原因が解る情報
背景が解る情報
課題が解る情報
結論が解る情報

必要な要素を全て取
り込んだもの、

料理に例えればコー
ス料理のように各要
素を目的に合わせて
解りやすく見える化す
る



データの見える化ー実務者層
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実務者層：
問題が分かる情報
進捗が分かる情報
傾向が分かる情報
推移が分かる情報
比較が分かる情報
事実が分かる情報

必要に応じた詳細な
情報を見える化する、

料理に例えれば注文
に応じて出される居酒
屋料理のようなもので
す、



5.ビッグデータの処理、分析

ﾃﾞｰﾀ処理の結果から知恵を導き
出すには：ﾃﾞｰﾀマイニング

36

ﾃﾞｰﾀマイニング：「山の中から宝を
採掘する意味」
Step1.「見える化」・・どんな商品を

どんな顧客が何人購入したか等の
全体像を把握

Step2.「構造化」・・なぜ購入した

か、天気、同時に買ったもの、
WEBｱｸｾｽの有無等購入動機に
何が影響があるか

Step3.「最適化」・・構造化で判明

した関係をどう組合せたら売上を
最大化出来るか
Step4.「将来予測」・・さらに今後
起こる変化を加味して予測する。
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5.ビッグデータの処理、分析

ビッグデータ文化に対応した組織とは

37

企業は今後ビッグデータ文化
を作り上げることも大切。
1.相関関係の活用・・・これま

で分析とは因果関係を明白に
する事だった。しかし因果関
係を明らかにするには膨大な
時間と費用はかかる。その間
にビジネスチャンスを失うこと
もある。そこでデータの相関関
係の方法で効果のありそうな
結果を抽出して実行に移す事
が重要。
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5.ビッグデータの処理、分析

ビッグデータ文化に対応した企業間の関係

38

2.異業種間での戦略的なデータ
統合・・・競合関係に無い異業
種の企業とデータを共用して組
み合わせ、利用者の行動の時
間的、空間的つながりが解かれ
ば双方にとって利便性の高い
商品・サービスが生まれる可能
性が高くなる。欧米では企業間
のデータ取引が活発である。デ
ータｻｲｴﾝﾃｲｽﾄは価値あるサー
ビスの開発の役目もになってい
る。
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5.ビッグデータの処理、分析

最適化・将来予測

39

最適化：構造化で分かった要素の影響度をグラフにする。（例
は売上と広告費の関係）

将来予測：現在まで起きた傾向が続くことを前提にして、将来起
こりうる複数のシナリオを設定し、仮想敵に実行して経営の意
思決定に生かす。

39
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6.企業への活用

ビッグデータは何を生み出すか
○ビッグデータは「これまで見えなかったものが見えてくる」

○センサー技術の進歩も情報収集の手段となっている。

○冷蔵庫には開閉を感知する、エアコンには温度管理のセンサー、

○人を感知してスイッチを切る、街中に設置された防犯カメラ もセンサー
とおなじ役目を果たしている。

○これからスマート家電、スマートシテイの時代にはデータが
蓄積される。

○たくさんのデータを収集し、「見える化」することが大切。

○その町で冷蔵庫の開閉が減ったことから、夏祭り等のイベン
トがあったと推測される。このように推測する力も必要となる。



5.ビッグデータの処理、分析

ﾃﾞｰﾀの組み合わせ

41

「購買履歴」・・オンラインショッ
プ、クレジット購買
「位置情報」・・スマートフォン

「ＳＮＳ」・・ﾂｲｯﾀｰ、FACEBOOK
「交通機関」・・ICOKA,SUIKA
駅の入出情報

「自動車」・・事故情報

「自動販売機」・・在庫ﾃﾞｰﾀを
無線で伝送する

「HEMS」・・
HomeEnergyManagementSy
stem家電や電気設備をつなぎ

電気・ガスの使用料を「見える
化」し「自動制御」する。

41



6.企業への活用

ビッグデータはこう使われる
○アマゾン：蓄積した購買履歴からおすすめ商品を表示する

42

○ショーウインド：ショーウインドに立つとカメラやセンサーが働き性
別や年齢を感知、顔認識機能、購入履歴からお得情報を表示する

○ワイパー：自動車の位置情報とワーパーの動作から雨を予測

○クレジットカード：１日1億件の取引データと過去7年の蓄積データか
ら個人モデリングを13分で作り、不正の行動のチェックをする

○つぶやき：シカゴ市警はネガテイブなつぶやきを地図上に表示し、デ
モや犯罪の防止を防ぐ、また新製品発売時につぶやきの反応で売上
を予測

○医療分野：2500名の体重計、歩数計、血圧計の日々データと健康診断
データ、等を組み合わせて等糖尿病の発症を予測

○肌メモリー：スマートフォンのカメラで写した肌画像から肌情報を測
定しクラウドに登録して、過去と比較



ＮＨＫ震災ビッグデータ-桃

43

震災後福島県
産の桃が汚染
されているかど
うかで、ツイッタ
ーが増える、桃
の出荷時に増
える。



ＮＨＫ震災ビッグデータ-桃2

44

桃に肯定的な
ツイッターと否
定的なツイッタ
ーが議論され、
リツイッターさ
れている。



ＮＨＫ震災ビッグデータ-位置情報

45

スマートフォン
の情報を持つ
会社から位置
情報を確保し
て被災地に留
まる人工を可
視化した。



ＮＨＫ震災ビッグデータ-位置情報2

46

夜6時から朝
6時まで位置

が動かない
のはそこに
居住している
とすると、自
自体では分
からない人
の動きが判
明する。



ＮＨＫ震災ビッグデータ-企業ネットワーク

47

帝国デー
タバンク
の75万社

の企業情
報から震
災後失わ
れたネッ
トワーク
を可視化



ＮＨＫ震災ビッグデータ-企業ネットワーク2

48

震災後残さ
れた企業
の１次ネッ
トワークか
らさらに初
めて２次ネ
ットワーク
を可視化し
た。



7.今後の展望

ビッグデータの主要な業界

49

ビッグデータに関連する
業界は

1.情報の入力側：
PC,タブレット、スマホ

2.書込：SMS
3.データ送受信：
センサー、カメラ

4.データ保管：クラウド
5.データ保管、分析：データセ
ンタ
6.データ保管：ストレージ
7.データ処理：サーバー
8.データ解析：ソフトウエア



7.今後の展望

ビッグデータの世界を動かす企業

50

１．PCやスマフォ：アップ
ル、富士通、NEC,サムソン
、ノキア

2.SNS::Facebook,twitter,mixi
,Line

3:センサーやカメラ:NEC,富
士通、ソニー、キャノン、ﾆ
ｺﾝ
--------------------------------
４．クラウド：グーグル、
アマゾン、マイクロソフト
、IBM,NEC,、日立、富士通
５．ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ：NTT、KDDI
、

６．ｽﾄﾚｰｼﾞ：EMC,富士通
、オラクル、
７．ｻｰﾊﾞｰ：IBM,富士通、
NEC

８．ソフトウエア：IBM,オ



7.今後の展望

ビッグデータの今後の展開
１．企業の意思決定の際、

データドリブン（効果測定等で得られたデータ

をもとに次のアクションを起こす事）・・・が採用

51

３．企業に役立つビッグデータのありかを探し出し、変動す
るビッグデータを早く取り込む組織、体制を作る。

4.ビッグデータは今後「IOT」（internet off things)と結びついて
進化、拡大する。

5.さらにその後は人工頭脳(AI-articial intelligence)が組み込
まれ、さらに質の高い判断がされる。

2.企業の内部情報を整理、分析して、ラージデータ（売上明細

や入出金明細ーこれまで一部を除いてあまり活用されてこな
かった）を意思決定に役立たせる体制を作る必要がある。

以上で終わりです、ご清聴有難うございました！！


